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避難所となった場所は、体育館、
体育館と教室、そして運動場など
の順であった。運動場が多いのは、
余震が続いたり、各々の事情が
あったりして車中泊の車が多く、
そのために開放されていたのでは
ないかと考えられる。運動場は学
校に避難している方の駐車場にも
なっていた。
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SCや EARTHの講話などが実施

されていた。
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38. 9

夏季休業中までにスクールカウンセラーの

派遣があったか

県全体で夏季休業中までにＳＣの派遣があったのは、60.3％と過半数を超えていた。

県外からの緊急ＳＣ

が来てくれた　38.9

もともと配
置されてい
たＳＣの時
数が増えた　　
　　　 19.5

県内のＳＣが来て
くれた　41.6
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記述のまとめ

記述内容を、全体的な傾向と被害の程度で分けた 3地区の傾向でまとめてみました。

大の地区は、阿蘇、熊本市、上益城の３地区です。中の地区は、菊池、宇城の２地区です。

小の地区は、荒尾・玉名、山鹿、八代、人吉・球磨、水俣・芦北、天草の６地区です。

       

【心のケア研修の内容について】

全県的な傾向として「子どもの心のケアのために」を資料として用い、非常時に現れる子どものス

トレス症状について研修していた。

被害が大の地区　担任向けに宮城県や兵庫県など外部からの支援者を講師にしていた

　　　　　　　　心のサポート授業について模擬授業

　　　　　　　　呼吸法などについての実習があったこと

被害が中の地区　資料を用いた研修で情報共有の方法、継続していくことを確認した

　　　　　　　　相談の実施方法のやりかたの注意事項

被害が小の地区　健康観察における視点の重要性について

　　　　　　　　心のアンケート実施方法とその後の活用について

　　　　　　　　被災地からの転入生への対応について

【心のケア児童生徒を対象とした集団への指導の取組み】

全県的な傾向として、被害の大きさで指導時間の長さと内容が異なっており、設定時間も異なって

いた。内容はストレスマネジメントに関してが多い。

被害が大の地区　授業をＳＣや養護教諭が行った

　　　　　　　　体験型の授業（リラクゼーション、リラックス法について）を行った

被害が中の地区　全校集会でストレスについてＳＣ、養護教諭が行った

　　　　　　　　小学 1年生にはぬいぐるみの配付があった

　　　　　　　　高学年にはリラックス呼吸法を指導

被害が小の地区　校内放送、朝の会、帰りの会、2学期初めの体格測定で担任や養護教諭が行った

　　　　　　　　保健だよりによる指導が多い

　　　　　　　　くまモン自己回復プログラムを活用

　　　　　　　　給食時に心が落ち着くような音楽を流していた

【心のケア保護者への啓発】

全県的な傾向としては、被害の程度により、関わり方が直接的になっている。子どもの心のケアに

ついてと健康観察のポイントについての内容が多い。

被害が大の地区　ＰＴＡ例会、ＰＴＡ総会、臨時保護者会でＳＣや専門家チームからの講話

　　　　　　　　学校保健委員会でＳＣ講話、保護者参加でフォーラム

　　　　　　　　親子レクレーションでスキンシップを図った

　　　　　　　　保護者の安心が子どもの安心につながること

　　　　　　　　保護者もカウンセリングを受けることができることを周知

　　　　　　　　保護者もいつでも連絡してよいことを伝える

被害が中の地区　学級だより、学年通信、メール配信、保健だよりの活用

　　　　　　　　教育委員会からのリーフレット配布

被害が小の地区　保健だよりの活用が多い

　　　　　　　　学校の相談窓口の周知 
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【スクールカウンセラーの派遣でよかった点】        

全県的な傾向としては、児童生徒のみならず保護者にも対応してもらったことで安心してもらえ

た。 

被害が大の地区　時数が増えたのでタイミングよく子どもや保護者の相談ができた

　　　　　　　　教職員の相談もしてもらいアドバイスを受けていた

　　　　　　　　養護教諭が心のケアや引継ぎ、今後の対応について相談にのってもらった

　　　　　　　　ＳＣそれぞれの持ち味や専門があり、養護教諭にとっては勉強になった

被害が中の地区　今まで拠点中学校ＳＣ派遣から小学校派遣になり利用につながった

　　　　　　　　今後のメンタルヘルスケアの計画について助言してもらった 

　　　　　　　　地震の影響ばかりではなく不安定な子どもへの対応ができた 

　　　　　　　　回数が増えたことで担任へのコンサルテーションをしてもらえた

被害が小の地区　相談者の有無にかかわらず派遣があった

　　　　　　　　拠点校中学校から近隣の小学校からの要請に派遣がすぐにできた

　　　　　　　　コミック会話、ソーシャルスキルトレーニングなどを教えてもらえた

　　　　　　　　家庭環境の悩みを保護者が相談することができた

【スクールカウンセラーの派遣で今後につながる改善点】

全県的な傾向として、ＳＣが短期間で替わることで児童生徒に不安があった。ＳＣが替わるたびに

学校の状況の説明に時間を費やした。カウンセリグの期日にあわせて児童生徒・担任・保護者への

調整に多くの時間を使った。

被害が大の地区　小学生が中学校へ行ってのカウンセリングだったので不安を持っていた 

　　　　　　　　突然の派遣でその対応が大変だった      

　　　　　　　　対象者の選定が難しかったので、そこもＳＣに相談にのってもらえると良かった

　　　　　　　　ブロックでの情報交換会が早期にあれば知恵を出し合い活用がもっとできていた

　　　　　　　　報告など様々変更が多く事務作業に追われた

　　　　　　　　ＳＣのマネジメントに追われた。担当者をサポートするための教師の加配をお願　　　　　　

　　　　　　　　いしたい (特に養護教諭未配置校では大変だった。)

　　　　　　　　負担感が大きかった 

被害が中の地区　内容の報告は必要なことであったのだろうか。多くの時間がかかった。

　　　　　　　　指定された時間が午前だったが、保護者は午後からが来やすかった

　　　　　　　　指定された 1日に相談者をあわせることは難しかった

　　　　　　　　県と熊本市の対応の差について保護者が知っていて不安に思っていた

　　　　　　　　1回のみのカウンセリングは今後にどうつなげていくのか課題であった

　　　　　　　　心と体のチェックリストの活用について難しかった 

　　　　　　　　1回きりの派遣であればＳＣの数を増やしてもらい、多くの相談者に対応してほ

　　　　　　　　しい

被害が小の地区　あまり意識付けしない方がよい子どももいた 

　　　　　　　　ＳＣの派遣があったが対象児童がいなかったので、必要なところに譲りたかった

　　　　　　　　カウンセリングの必要数にあわせて配置時間を調整してもらえるとよかった 
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【今回の地震を通して危機意識を持ったこと】        

全県的な傾向としては、保健室のベッド周りの棚の固定や配置、落下物の除去を行った。保健室関

係の備蓄品が必要だと感じた。学校管理下での被災を想定したことや様々なことを考えた。

被害が大の地区　地域との関係など日常の取り組みが試されることがわかった

　　　　　　　　道路が寸断されすぐに学校へ行けない

　　　　　　　　道路の状況により回り道などで通勤距離や時間がかかり教職員が疲労してくる

　　　　　　　　停電・断水・負傷者多数を想定した場合の訓練が必要

　　　　　　　　日中に起き、けが人が多数の時のトリアージはどうするか

　　　　　　　　サーバーダウンにより使用ＰＣの制限があった

　　　　　　　　東日本大震災の教訓が生かされていなかったと感じた

　　　　　　　　水道水使用再開に向けて行政や検査機関、薬剤師との連携 

　　　　　　　　トイレについて管理する人がいなかった、洗剤のストック必要、土足について

　　　　　　　　トイレを大人も使うのでスリッパの準備、ストック

　　　　　　　　学校再開後の体育大会で肉離れが多かった

　　　　　　　　日頃から発達にアンバランスがある児童生徒は心の揺れが大きかった

被害が中の地区　引き渡し訓練の必要性

　　　　　　　　年度当初だったので家庭への連絡網、方法ができていなかった

　　　　　　　　スムーズな避難のための安全点検の必要性

　　　　　　　　危機意識が甘かったことを痛感し、危機管理マニュアルの必要性を感じたが個人

　　　　　　　　ではなかなか作れていない

　　　　　　　　体育館や教室が使用不可になったため教室に使用し、不登校対応の場が不足した

被害が小の地区　海の近くだったので津波への対応訓練を行った

　　　　　　　　校外学習中の避難訓練の必要性（修学旅行中、宿泊訓練教室中、見学旅行、遠足

　　　　　　　　など）

　　　　　　　　実際に経験していない分、危機管理、避難所対応、安全管理、衛生管理などにつ

　　　　　　　　いて不安が大きい

　　　　　　　　災害を想定したシュミレーションが日頃から必要

　　　　　　　　もしも、保健室が使用されるときのことを考えて個人情報は施錠できるところへ

　　　　　　　　移し保管した
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平成 28 年 10 月 1 日～ 10 月 7 日

阿蘇、上益城、熊本市の公立小中学校

養護教諭 212 人

紙面により 15 項目について質問

記述にて回答

回収率　100％
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避難所に貼られた行政からの掲示物
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DMAT
 

 
 
 

 

行政との役割区分ができた地区では、学校再開の準備や心のケアに専念で

きた。

中学生が活躍する姿を見る事ができた。

ボランティア医療団体 DMAT の常駐で、衛生面のことを医師や看護師と相

談する事ができた。
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健康診断の時期と重なったために、日程変更を余儀なくされた学校が多かっ

た。

一時避難で転出した児童生徒の健康診断ができなかった学校もあったが、

学校医の協力で健診を数回実施して、無事に健康診断を終えた学校もあっ

た。

派遣養護教諭の保健指導

宮城県からの派遣養護教諭

「心の健康」

東日本大震災における宮城県で

の被災状況、命の大切さや防災

行動、自己回復力の話などの説

明の後に発達段階にあわせた指

導内容を行った。

・1,2 年　紙芝居 ,呼吸法，

 ストレッチなど

・3～ 5年　不安になった時の

 方法など考える，呼吸法

・6年 「防災のクロスロード

 ゲーム」
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色で情報を分けて表示し可視化。
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